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１ 目的 

 上川中部地域におけるジオパーク構想について住民の理解と関心を高め

る。 

２ 主催 

 あさひかわジオパークの会，旭川市，旭川市教育委員会 

３ 日時 

 平成 28年 12月 3日（土）13:00～16:45 

４ 会場 

 旭川市大雪クリスタルホール 大会議室 

５ 対象・定員 

 一般市民・150人（事前申込み不要） 

６ 参加料 

 無料 

７ 内容 

 基調講演及びパネルディスカッション （詳細別紙） 

８ 問い合わせ先 

 旭川市環境政策課 環境保全係（電話 0166－25－5350） 
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「カムイの大地ジオパーク構想を広めよう」 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

１  日 時     平成 28年 12月 3日（土）１ ３ ：０ ０ ～１ ６ ：４ ５  

 

２  会 場    旭川市大雪クリスタルホール 大会議室 

         （ 旭川市神楽３条７丁目 ☏６９－２０００） 

 ３  主 催    あさひかわジオパークの会 

 

 ４  共 催    旭川市、旭川市教育委員会 

 

 ５  内 容     

   

●カムイの大地ジオパーク構想と趣旨説明   

             あさひかわジオパークの会 代表 和田 恵治 

●基調講演   

   『地域におけるジオパークの意義：拠点施設の重要性とその役割』 

                 北海道博物館  学芸員   栗原 憲一 

『２億５千万年のＴ・マシン＝カムイの大地で時間旅行』 

                 北海道教育大学 非常勤講師 地徳  力 

●パネルディスカッション・総合討論  

  

 

『あさひかわジオパークの会 活動報告とその成果』 

あさひかわジオパークの会 事務局長 中谷 良弘 

『文化の宝庫「大雪山」～大雪山と人と～』 

東川町企画総務課 町史編集専門員 西原 義弘 

『旭川市におけるジオパーク構想の推進に向けた取組』 

                   旭川市環境部 次長 浅利 豪 

『白滝ジオパーク：ジオパーク認定後の課題と展望』 

        白滝ジオパーク専門員 熊谷 誠 ・ 佐野 恭平 

 

 ６  参加方法  参加費無料、申し込み不要、会場へ直接お越しください。 

 

７  問い合わせ先  

 あさひかわジオパークの会事務局（中谷☏０１６６－３１－２７１２） 

        旭川市環境政策課（☏０１６６－２５－５３５０） 

～大地に学び大地を語る～ 

大雪火山群、神居古潭、上川盆地など地域の豊かな地質遺産を保全するとと

もに、教育、ツーリズムに活用し、地域振興に活かす構想です。 

身近な地域の大地や文化の歴史を学び、ジオパークの取組について知り、今

後の活動や課題について一緒に考えませんか。 

    

カムイの大地ジオパーク構想をどう進め，広めていくか 
～ジオパークの意義と認定までの道のり，広域ジオパークの課題と展望～ 


